
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かとう知っとこ情報（第 126 版） 

ホームページ・Instagram・Facebook でも情報発信中！ 
発行日：令和 6年 11 月 20 日 
発 行：加 東 市 商 工 会 

令和６年 12月 2日以降、現行の健康保険証について新規発行が行われなくなります。 

マイナ保険証の登録を進めて行きましょう。 

既に発行された健康保険証には経過措置が設けられ、 

令和7年 12月 1日まで使用できることになっています。 

 

マイナ保険証が利用できない状況にある人については、 

「資格確認書」が協会けんぽから発行されます。 

 

12月 2日以降に資格取得や扶養者の異動届の手続きを 

する際には、「資格確認書発行要否」欄が届出様式に追加 

されますので、新たに被保険者や被扶養者になる人について、 

マイナ保険証を利用することができない方は 

「□発行が必要」にチェックを入れて提出することになります。      ↑新様式見本「資格取得」 

  

新届出様式は、12月 2日以降に日本年金機構の「申請・届出様式」からダウンロードできるようになります。 

 

※国民健康保険も、すでにマイナンバーカードの健康保険証利用は導入されています。(保険証の廃止はありません) 

社会保険〈協会けんぽ〉 12月 2日以降に変更となる資格取得届等 
 

今年の年末調整、変更点は 4つ 

 

 

❶「給与所得者の基礎控除申告書 兼 配偶者控除等申告書 兼 所得金額 

調整控除申告書」 

今年 6月から実施された「定額減税」に関する記入欄が追加されています。 

➋「給与所得者の扶養控除等申告書」が簡略化 

記載すべき事項に前年度の申告内容と変更がない場合、異動がない旨 
「前年から異動なし」を記載した申告書(簡易な申告書)を提出すること 
ができるようになりました。 

➌「給与所得者の保険料控除申告書」が簡略化 

令和6年の年末調整から「続柄」の欄が削除されました。 
 

❹「住宅ローン控除の年末残高証明に調書方式が採用」 

年末残高等の情報を受ける際は、年末残高証明書を提出するのではなく、年末残高等の情報をマイナポータル
連携や e-Tax の利用者識別番号によって収集することになりました。(年末調整では2年目～対応) 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

育児・介護休業法改正ポイント 令和 7年 4月 1日より段階的に施行 

男女とも仕事と育児・介護を両立できるように、育児期の柔軟な働き方を実現するための措置の拡充や介護離

職防止のための雇用環境整備、個別周知、意向確認の義務化などの改正があります。来年 4月の施行まで間近

に迫ってきましたので、就業規則の見直しのため確認しておきましょう。 

厚生労働省「育児・介護休業法 改正ポイントのご案内 令和 6年 11月作成」リーフレットより抜粋 

(1)育児期の柔軟な働き方を実現するための措置等 

(2)柔軟な働き方を実現するための措置の個別の周知・意向確認 

＜詳しくは リーフレット ＱＲコード＞ 

(1)妊娠・出産等の申出時と子が３歳になる前の個別の意向聴取 

(2)聴取した労働者の以降についての配慮 


